
情報公開ધછ 
            

1. ଢ଼஢の名ู  

間ସ性ཡႈ೩における๢部 CT画൸の定୤化ૼ୒の確立およびそのಏ෫ૢ用に関する共

同ଢ଼஢ 

 

2. ଢ଼஢の目的  

間ସ性ཡႈ೩(્発性間ସ性ཡ༇、᷀原୰性間ସ性ཡ༇、ૌส性ཡ༇、サルコイドーシ

ス、IgG4関連ႈ೩など)の൧௜において、๢部 CT（コンピュータ૵ಽ๡୶）を用いた

画൸൧૵はಳかすことができないものです。これまでも๢部 CT画൸をถしく解ෲし、

൧૵や重ඪ度の判定、予後の予೾などに૽立てるଢ଼஢がなされてきました。しかし、間

ସ性ཡႈ೩の画൸は多ཪでളහであり、画൸情報を定୤的かつౄ分に解ෲするには、人

の目によるଳಁ的௬価だけでは଒界があると言われています。  

 近年、人工知能(AI)ૼ୒(ディープラーニング)の進నにൣい、AIを利用した画൸解

ෲの有用性が報告されるようになってきました。そこでஎどもは、間ସ性ཡႈ೩の通ଞ

൧௜で๡୶される CT画൸解ෲにこの AIૼ୒をૢ用したいと考えました。఻体的に

は、 

⋇ 間ସ性ཡႈ೩定୤化ＡＩの開発 ：間ସ性ཡႈ೩の CT 画൸を自動解ෲするコンピ

ューター・ソフトを開発する 

⋈ 上記定୤化ＡＩを用いた画൸指ఏの検出：AIソフトによる画൸解ෲから、୰気の

൧૵、௬価、予後予೾などに૽立つ新しい指ఏを発見する 

ことを目指しています。 

  本ଢ଼஢を通じて、通ଞ൧௜でも利用૭能な AIが開発されれば、間ସ性ཡႈ೩の൧

௜をより正確でସの高いものにすることができると期ୄされます。また、間ସ性ཡႈ೩

がなぜକこり、どのようにして進行、もしくは改ఒするのか、といった୰気のメカニズ

ムに಴ることができるかもしれません。 なお、本ଢ଼஢で得られたデータやଢ଼஢成果



は、間ସ性ཡႈ೩定୤化 AIを実用化したଲ品開発、およびఇ事ணடでのಅ認૭取得に

も用いられます。本ଢ଼஢の成果(間ସ性ཡႈ೩定୤化 AIを実用化したଲ品)はૹ用利用

に୹される૭能性もあります。 

 

3. ଢ଼஢期間    

 ଢ଼஢期間(前向きଢ଼஢のఃஈ期間、経ૌ௴௄期間、および全ଢ଼஢の実施期間)は、຃理

ଟ査委員会のഅ認日から 2021年 3月 31日です。 

 

4. ຃理ଟ査 

本ଢ଼஢は、京都大学大学院ୢ学ଢ଼஢ఐ・ୢ学部ဟര୰院および共同ଢ଼஢に૞加する

機関(関連୰院および୕૒フィルム)において、すでに຃理ଟ査委員会のଟ査を受け、ଢ଼

஢機関の長のಅ૭を受けています。 

 

5. ଢ଼஢機関の名ู・ଢ଼஢ி任者の氏名 

京都大学大学院ୢ学ଢ଼஢ఐళลஓ内ఐ学൥ౠ 教౸ 平井 ௹೗ 

  

6. ૥料・情報の利用目的・利用方法  

本ଢ଼஢は、京都大学、および住௵୰院、ஆ立行政法人国立୰院機ଡ京都ୢ௜センタ

ー、ሧ和会ఠಭ୰院(以下共同ଢ଼஢施設)が୕૒フイルムとの共同ଢ଼஢として行います。 

x 画൸データ、ಏ෫データの収ૐ・解ෲ 

x AIを࿌ൗしたಏ෫ソフトの開発 

x 上記 AIを用いた間ସ性ཡႈ೩の新ૠ画൸指ఏの検出 

を行います。これらの内、当院では画൸データの収ૐのみを行います。 

 

本ଢ଼஢は、2005年 1月 1日以ఋ、これまでに京都大学ୢ学部ဟര୰院および共同

ଢ଼஢施設において、๢部 CTを๡୶された間ସ性ཡႈ೩の೩者さんを対଴とした、後ろ



向きଢ଼஢です。すでに通ଞ൧௜で得られたデータのみを利用するଢ଼஢ですので、あらた

めて文書による同意取得は行いません。この情報公開文書を京都大学大学院ୢ学ଢ଼஢ఐ

ళลஓ内ఐ学൥ౠおよび共同ଢ଼஢施設 HPに公開し、本ଢ଼஢へのデータ提୹を෻౯する

機会を保証します(オプトアウト)。 

 また、本ଢ଼஢で得られたデータを後日、౎のଢ଼஢機関との共同ଢ଼஢もஅめた別のଢ଼஢

に利用することがあるかもしれません(二次利用の૭能性)。現時点で二次利用の఻体的

な予定はありません。二次利用の際は、຃理ଟ査委員会において改めてଟ査、ならびに

ଢ଼஢機関の長のಅ૭を受けたうえで、ଢ଼஢を行います。本ଢ଼஢に૞加していただいた೩

者さんに୦らかの଀૿やリスクが生じる場合に଒り、再同意を取得します。଀૿やリス

クを生じない場合も、京都大学大学院ୢ学ଢ଼஢ఐళลஓ内ఐ学൥ౠおよび共同ଢ଼஢施設

HPにおいて、連൪先とともに二次利用を公表し、二次利用を෻౯する機会を保証しま

す。 

                       

7. 利用または提୹する૥料・情報のඨ目  

 本ଢ଼஢では、ଢ଼஢期間が終വするまでに得られた、画൸データ(๢部 CT)、ಏ෫デー

タ(自ಁඪ૾、ཹ໛ഄ、૙業ഄ、ସ問表、ళล機能検査、ഷั検査、治௜内容、経ૌ、

予後など)を利用します。 

この内、当院をஅむ共同ଢ଼஢施設のඪ୻については、画൸データ（๢部 CT）のみを

利用し、その౎のಏ෫データは利用しません。 

 

8. オプトアウトの保証  

 この情報公開文書をഭみ、 すでに得られたデータを後ろ向きଢ଼஢で利用すること、

ならびに本ଢ଼஢での成果（間ସ性ཡႈ೩定୤化 AIを実用化したଲ品）をૹ用目的に୹

することがありうることに同意いただけない場合、あるいは現時点でデータの二次利用

に同意いただけない場合、お手数ですが、下記の૿当ୢపまたは୰院相୥ษ口まで౪連

൪下さい。 



 同意෻౯または同意ඏ回の౪連൪をいただいた場合、ದ次保ଵしているଢ଼஢用データ

を୊ಣします。ただし、同意ඏ回の時点ですでにଢ଼஢に使用され結果が得られていた場

合には、そのデータに関しては使用される૭能性があります。 

 

9. 当ჾଢ଼஢を実施する全ての共同ଢ଼஢機関の名ู఺びଢ଼஢ி任者の氏名  

京都大学大学院ୢ学ଢ଼஢ఐళลஓ内ఐ学൥ౠ 教౸ 平井 ௹೗ 

୕૒フイルムメディカルシステム開発センター IT開発グループ 主ఆଢ଼஢員 ᆀ本 

ဋ 

住௵୰院ళลஓ内ఐ ൧௜主任部長 重松 三知୏ 

ஆ立行政法人国立୰院機ଡ京都ୢ௜センターళลஓ内ఐ ୢ長 三ஏ 直૒ 

ሧ和会ఠಭ୰院ళลஓ内ఐ・ሧ和会京都ళลஓセンター 部長 ଅ谷 ஖知子 

 

10. ૥料・情報のଵ理についてி任を有するものの氏名ྼは名ู  

京都大学大学院ୢ学ଢ଼஢ఐళลஓ内ఐ学൥ౠ 教౸ 平井 ௹೗ 

ஆ立行政法人国立୰院機ଡ京都ୢ௜センター ళลஓ内ఐ ୢ長 三ஏ 直૒ 

 

11. ଻人情報の取ඞい 

 本ଢ଼஢に用いるデータは京都大学大学院ୢ学ଢ଼஢ఐళลஓ内ఐ学൥ౠおよび共同ଢ଼

஢施設においてᅮ名化されたうえで、解ෲを行います。データଵ理は଻人情報保૧の

指ଉにజい、డ重に行われます。଻人情報（氏名・年ೡなど）に関わるデータはଢ଼஢

஼内の施ჭ૭能な引き出し内に保ଵଵ理され、ID/パスワードによってアクセスでき

るଢ଼஢者は଒られます。ᅮ名化されたデータやଢ଼஢結果は、学会や学୒හ๟に発表さ

れることもありますが、೩者さんのプライバシーは十分に๑重されます。೩者さんの

଻人情報が外部に公表されることは一切ありません。 

 ૹ用利用をஅめて、୕૒フイルムには、଻人情報のないᅮ名化されたデータのみを提

୹します。଻人情報に関わるデータは京都大学および共同ଢ଼஢施設のみがඞい、୕૒フ

ィルムのଢ଼஢者が೩者さんの଻人情報にアクセスすることは一切ありません。 



 

12. ౎のଢ଼஢対଴者ಉの଻人情報఺び知的ଃ産の保૧ಉに支௽がない෇೧内でのଢ଼஢

に関する資料の入手・ၡ༮およびその方法  

 本ଢ଼஢に関する資料(ଢ଼஢計画書など)の入手、ၡ༮をൌ஦される場合は、下記の૿当

ୢప、もしくは相୥ษ口(13. ଢ଼஢対଴者ಉからの相୥への対ૢ)に౪相୥ください。京

都大学、共同ଢ଼஢施設ならびに୕૒フイルムの合議のもと、その都度、૭౯を判૵しま

す。原ಋとして、京都大学、共同ଢ଼஢施設および୕૒フイルムの共同ଢ଼஢ీ約に຅ඡせ

ず、かつ本ଢ଼஢のຄ行の࿉げにならない場合に଒り、入手、ၡ༮が૭能となります。 

 

13. ଢ଼஢対଴者఺びその関係者からの求めや相୥ಉへの対ૢ方法  

 本ଢ଼஢について୦か分からないことや心ଦなこと、同意のඏ回をൌ஦されることが

ありましたら、いつでも下記の૿当ୢపまたは୰院相୥ษ口に౪相୥下さい。 

૿当ୢప：ஆ立行政法人国立୰院 京都ୢ௜センター ళลஓ内ఐ 三ஏ 直૒ 

 Tel：075-641-9161 

 


